
カマキリは卵で越冬し、春になるとたくさんの幼虫がいっ

せいに孵化します。生きものたちの中には、成長にあまり適

さない時期をまるでタイムカプセルのような状態で過ごし、

時間が経って環境条件がよくなると、再び出てくるものがい

ます。今回は春を待つ生きものたちを探してみましょう。

▲葉の陰に産みつけられたオオカマキリの卵嚢と産卵後のメス（左上）。

【1月のテーマ】

命のタイムカプセル

案内人： 岩本 二郎（鳥の博物館学芸員）

車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。

2026年1月10日（土）
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▲ イロハモミジの種子をつぶすシメ

▲ ガの繭（左）とカマキリの卵嚢（右）を食べるコゲラ

種子の内部 ーカキを例にー

乾燥卵・乾眠埋土種子

動物の中には、乾燥すると水

が戻るまで長期間、待ち続けら

れるものがいます。ホウネンエ

ビは乾燥状態の卵を水に入れる

とふ化します。また、クマムシ

は「乾眠」状態になることで、

乾燥などの過酷な条件に耐えら

れることが知られています。

土の中には成長に適した環境にな

るまで待ち続けている種子がありま

す。手賀沼では掘削工事で土中から

種子が発芽し、ガシャモク等の絶滅

した水草が復活したことがあります。

巣の中をのぞいてみよう

くちばしが太くて噛む力の強いアトリ科の鳥は、種皮をペンチのよ

うにはさみつぶして種子の中身を食べます。また、胃の筋肉が発達し

ており（筋胃）、さらにすりつぶして中の栄養を吸収することができ

ます。

越冬中の危険 ―蓄えられた栄養を利用する天敵ー

休眠期間が一冬より長いもの

キツツキの鋭いくちばしは、木に穴をあけるとともに、硬い殻を突

き破ることにも適しています。

種子の中身を保

護するための硬い殻。

動物の胃の中でも消化

液に溶かされずに残る

ことがあるので、一部

の種子は糞に混じって

出てくることができる。

休眠からさめ

た後で、植物の体に

なってゆく部分。

休眠状態からさめた

後で、成長するために使う

栄養分。デンプンなどのエ

ネルギーが貯蔵されている。

種子の中身を食べる鳥

さなぎや卵を食べる鳥

▲ ホウネンエビ

▲ クマムシの乾眠のイメージ図
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▲ ガシャモク
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